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研究代表者の専門分野：物性理論 
科研費の分科・細目：物性 II 
キーワード：(1) カイラル磁性体 (2) スピントロニクス (3) 磁気キンク格子 (4) スピントル

ク転送  (5) ソリトン励起  (6) カイラリティ (7) 結晶対称性 (8) 磁性表現論 
 
１．研究計画の概要 
 カイラルらせん磁性体を舞台として、スピ
ンのマクロ位相を制御し、磁気情報伝送デバ
イスとして活用する道を拓くための基礎研
究を遂行する。 
 
２．研究の進捗状況 
 過去３年間の間に、カイラルらせん磁性体
特有の新規物性を明らかにした。特に、カイ
ラルソリトン格子を電子スピン共鳴で検出
する方法の提案は全く新しいものである。ま
た、伝導性カイラル磁性体では、スピン偏極
電流によってソリトン格子を滑走させるこ
とが可能であることを明らかにした。その滑
り伝導度の解析計算に成功した。 
 
３．現在までの達成度 
�当初の計画以上に進展している。 
（理由）伝導性カイラル磁性体において、伝
導バンドのフィリングを変えることでソリ
トン格子の伝導方向が反転する現象を見出
した。これは理論計算によって初めて明らか
になったものであり、当初全く予期しなかっ
たものである。 
４．今後の研究の推進方策 
 理論研究の成果と実験研究を結び付け、予
言された効果の検出を図る。これによって、
クリーンかつ低エネルギー消費型スピント
ロニクスデバイスとしてカイラル磁性体が
利用できることを明らかにしていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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